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選
挙
は
、
民
主
主
義
の
基
盤
で
あ

り
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す

る
最
も
重
要
で
基
本
的
な
機
会
で
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
投

票
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

投
票
が
で
き
る
人

　

市
の
永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
さ

れ
て
い
て
、
次
の
①
～
③
に
す
べ
て
該

当
す
る
場
合
に
投
票
で
き
ま
す
。
①
日

本
国
民
②
投
票
日
当
日
に
満
20
歳
以
上

（
平
成
2
年
7
月
12
日
以
前
に
出
生
）の

人
③
平
成
22
年
3
月
23
日
以
前
か
ら
安

曇
野
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
平
成
22
年
3
月
24
日
以
後
に
安
曇
野

市
へ
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、

原
則
、
前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
と
投
票
時
間
の
ご
案
内

　

市
内
に
は
76
の
投
票
区（
投
票
所
）が

あ
り
、
投
票
所
は
お
住
ま
い
の
場
所
に

よ
り
指
定
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ
る
投

票
所
入
場
券
を
ご
確
認
の
う
え
、
投
票

所
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
投
票
時
間

は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
。

※
第
19
投
票
所
の
大
口
沢
公
民
館
に
限

り
午
後
6
時
ま
で
。

　
投
票
所
入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　

は
が
き
１
枚
に
4
人
分
ま
で
の
入
場

券
が
印
刷
し
て
あ
る
投
票
所
入
場
券
を

有
権
者
の
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。
投
票
の
際
に
切
り
離
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を
　

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
当
日
投
票

が
困
難
な
人
や
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た

め
投
票
日
に
自
分
の
投
票
区
内
に
い
な

い
な
ど
、
投
票
当
日
に
予
定
の
あ
る
人

は
期
日
前
投
票
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
期
日
前
投
票
所
は
市
内
5
支
所

豊
科
総
合
支
所
、
穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所
、
堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所　

●
期
間　

7
月
10
日
（
土
）
ま
で
毎
日

●
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

（
土
曜
日
、
日
曜
日
も
同
じ
）

●
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券

　
選
挙
公
報
の
お
届
け
は

　

候
補
者
名
、
政
党
等
名
称
・
経
歴
・
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、
新

聞
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
す
る
ほ
か
、

各
総
合
支
所
の
窓
口
に
備
え
置
い
て
あ

り
ま
す
。
新
聞
未
読
世
帯
な
ど
で
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
安
安
曇
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
71
・
２
０
３
１ 

72
・
９
２
６
６
）

７
月
11
日（
日
）
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

夏
だ
！

選
挙
だ
！

投
票
に
行
こ
う
！

あ
な
た
の
声
を
国
政
に
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部
長
・
二
木
一
雄
企
画
財
政
部
長
）
を

6
月
15
日
に
設
置
し
ま
し
た
。
同
調
査

は
統
計
法
に
基
づ
い
て
5
年
に
１
回
実

施
さ
れ
て
い
て
、
今
回
で
19
回
目
を
数

え
ま
す
。
市
内
の
全
世
帯
が
調
査
対
象

で
、
10
月
1
日
現
在
の
家
族
構
成
や
、

住
居
の
状
況
な
ど
を
調
べ
ま
す
が
、
今

回
の
調
査
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
に
よ
り
、調
査
票
は
封
筒
へ
入
れ
、

封
を
し
て
提
出
い
た
だ
く
方
法
に
統
一

に
な
り
ま
し
た
。
実
施
本
部
は
調
査
の

整
理
が
終
わ
る
3
月
ま
で
設
け
ら
れ
ま

す
。

　

調
査
の
結
果
は
今
後
の
国
や
県
・
市

町
村
の
行
政
施
策
な
ど
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
わ
が
国
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
転

じ
て
初
め
て
迎
え
る
調
査
で
す
。
日
本

の
「
現い

ま在
」
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
あ

な
た
が
で
き
る
応
急
手
当
に
つ
い
て
講

習
し
ま
す
。
講
習
の
内
容
は
、
救
命
に

必
要
な
基
礎
知
識
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た

応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生
法
）
な
ど
で
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
梓
川
消
防

署
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

8
月
22
日
（
日
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時

●
会
場　

松
本
市
役
所
梓
川
支
所

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
成
人
、小
児
、

乳
児
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
、
止
血
法
、

搬
送
法
な
ど

●
募
集
人
数　

30
人

●
受
講
料　

無
料

　

詳
し
く
は
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
に
も
学
校
へ
支
援
し
た
い
内

容
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
し
ど
し
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！
》

●
活
動
先　

穂
高
西
小
学
校

●
内
容　

校
庭
の
芝
生
管
理
、散
水
、除

草
な
ど

●
申
し
込
み　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
学
校
教
育
課
か
ら
人
材
バ
ン
ク
登
録

カ
ー
ド
を
入
手
し
、（
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
学
校
教
育
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交

流
、
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
る
、
信
州
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
参

加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

9
月
25
日
（
土
）

午
前
8
時
30
分
よ
り
受
付

●
場
所　

東
御
中
央
公
園
ほ
か（
東
御
市
）

●
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上

※
競
技
種
目
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
編
成

な
ど
に
つ
い
て
規
定
が
あ
り
ま
す
。

●
競
技
種
目　

▽
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
▽
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▽
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
ペ

タ
ン
ク
▽
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
▽
弓
道

▽
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
高
齢
者
介
護
課
窓
口
に
備
え
付

け
の
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
7
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
、
長

野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

本
年
10
月
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

る
国
勢
調
査
に
先
駆
け
て
、「
平
成
22
年

国
勢
調
査
安
曇
野
市
実
施
本
部
」（
本

　

手
話
で
話
す
聞
こ
え
な
い
人
、
加
齢

や
病
気
な
ど
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人

の
た
め
の
出
張
相
談
で
す
。
静
か
な
部

屋
で
、
手
話
や
筆
談
な
ど
わ
か
り
や
す

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
で
、
日

頃
の
悩
み
な
ど
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

7
月
29
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

穂
高
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　

長
野
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
職
員
（
聴
覚
障
害
者
）

●
申
し
込
み　

長
野
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
が
必
要

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
一
環

で
、
地
域
の
学
校
応
援
団
と
い
え
る
事

業
で
す
。

７月の納期
●固定資産税…………………（２期）
●国民健康保険税……………（１期）
●後期高齢者医療保険料……（４期）
●介護保険料………………（７月分）
●水道料金…（豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料…（穂高･三郷地域）

=納期限は８月２日（月）=

平
成
22
年
国
勢
調
査

市
実
施
本
部
を
設
置

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71･

２
０
０
０ 

72･

１
２
２
３
）

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

問
明
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

62･

３
０
０
１ 

62･

５
７
２
１
）

聞
こ
え
な
い
人
の
た
め
の
出
張
相
談

問
長
野
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６･

２
９
５･

３
５
６
７
）

（

０
２
６･

２
９
５･

３
５
３
０
）

ま
た
は
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

集
ま
れ
！
２
０
１
０
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
の
募
集

問
㈶
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６･

２
２
６･

３
７
４
１
）

ま
た
は
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81･

０
７
３
１ 

81･

０
７
０
３
）

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

上
級
救
命
講
習
会

問
梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

ま
た
は
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72･

６
７
６
９ 

72･

６
７
３
９
）

安曇野ブランドニュース 第 30 回

私の好きなビューポイント　～あづみの　夏～寄附・寄贈のお礼【敬称略】（4/30 ～ 5/31）
　安曇野ブランドデザイン会議「安曇野百選プロジェクト」では、あ
なたの好きな安曇野の夏（6 月～ 8 月）のビューポイントを募集します。
安曇野のすばらしい景色をお寄せください。季節ごとに募集します。
●応募期間　7 月 26 日（月）～ 8 月 6 日（金）
●展示場所・期間　
　穂高交流学習センター“みらい”　8 月 20 日（金）～ 24 日（火）
問穂安曇野ブランド推進室（482･3131 682･6622）
　mazumino-brand@city.azumino.nagano.jp

▷高山信子　トランポビクス用トランポリン１台　市民の健康増進に寄与するため　▷宮本昭司　宮本敏
子　本 8 冊　西田哲学を読む１、西田哲学を読む 2、西田哲学を読む 3、西田幾多郎歌集、菜根譚、握れば
拳開けば掌、哲人訓、賢人訓　教育振興の一環として三郷小学校へ　▷大森久雄　本４冊　田淵行男「槍・
穂高・常念岳ブルーガイドブックス 15」、朝比奈菊雄「アルプス青春記」、澤頭修自「御嶽の見える村―木
曽開田高原日記―」、蜂谷緑「常念の見える町―安曇野抄―」　田淵行男研究、記念館の教育普及活動に活
用のため　▷八巻康晴　雑誌１冊「写真リアリズム 36 号」　田淵行男研究に活用するため　▷浅川吉富　
図書カード 500 円分　商品券 2,500 円分　教育振興の一環として穂高西小学校へ

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
（
６
月
23
日
発
行
）

１
０
４
号

●
13
ペ
ー
ジ　

童
謡
祭
り
作
詞
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
曲
者　

【
正
】
東
條
華
奈
さ
ん

●
17
ペ
ー
ジ　

市
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
電
話
番
号
の
訂
正　

【
正
】（
77
・
３
１
１
１
）

●
18
ペ
ー
ジ　

区
名
の
訂
正

【
正
】
徳
治
郎

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

せ

ら

知

お

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
例

▽
学
習
指
導
補
助
・
和
楽
器
指
導
・

絵
手
紙
指
導
・
英
語
活
動
サ
ポ
ー
ト

▽
校
庭
・
花
壇
の
整
備
▽
通
学
路
の

安
全
指
導
・
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

本部事務局は県安曇野庁舎
3 階にあります。

豊科北中学校での作業のようす（4月）

安曇野水鏡
（常念）

道祖神と城山桜 ～あづみの春～
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市
と
実
行
委
員
会
で
は
、
環
境
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
あ
づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０

１
０
」
を
10
月
に
開
催
し
ま
す
。
昨
年

9
月
に
発
足
し
た
「
安
曇
野
環
境
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
中
心
に
、
多
く
の

環
境
活
動
団
体
や
企
業
な
ど
の
出
展
ブ

ー
ス
を
設
置
し
、
楽
し
く
体
験
し
な
が

ら
、
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
ま
す
。

●
日
時　

▽
10
月
9
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
5
時　

▽
10
日
（
日
）
午

前
9
時
～
午
後
4
時

※
9
日
は
、
開
会
式
に
引
き
続
き
、
午

前
10
時
30
分
か
ら
環
境
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
異
常
気
象

と
環
境
問
題
」。
気
象
予
報
士
で
お

天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
活
躍
中
の
、
森
田
正
光
さ
ん
を

お
迎
え
し
ま
す
。
出
展
ブ
ー
ス
の
開

場
は
、
正
午
か
ら
で
す
。

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

《
出
展
者
の
募
集
》

　

フ
ェ
ア
に
出
展
し
て
い
た
だ
く
団

体
・
企
業
等
を
募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ

行
っ
て
い
る
環
境
活
動
や
、
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
を
紹
介
し
、
広
く
発
信
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
出
展
は
無
料
で
す
。

《
実
行
委
員
の
募
集
》

フ
ェ
ア
を
企
画
・
運
営
し
て
い
た
だ

く
実
行
委
員
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
申
し
込
み　

7
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
持
参
・
郵
送
・
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
項
は
、

市
ま
た
は
「
あ
づ
み
の
エ
コ
プ
ラ
ン

.net

」
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

　

安
曇
野
市
穂
高
６
６
５
８
番
地

　

穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

　
mkankyou@

city.azum
ino.nagano.jp

1
住
宅
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
２
０
０

㍍
未
満
の
位
置
で
使
用
し
な
い
。

2
早
朝
お
よ
び
夜
間
は
、使
用
し
な
い
。

　

市
で
は
爆
音
器
に
代
わ
る
電
子
防
鳥

機
や
電
気
牧
柵
な
ど
の
購
入
に
対
し
て

一
部
購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
農
政
課
ま
た
は
総
合
支
所
産
業

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
イ
タ
ケ
、大
根
、サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の

野
菜
で
乾
物
野
菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
あ
か
し
な
夢
い
ち
ば
に
あ
る
農
産

物
乾
燥
機
を
使
用
す
る
と
簡
単
に
乾
物

野
菜
の
加
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
場
所　

あ
か
し
な
夢
い
ち
ば
（
明
科

農
産
物
直
売
加
工
施
設
）

●
予
約
方
法　

あ
か
し
な
夢
い
ち
ば

（
81･

２
０
３
５
）
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付
午
前
9
時
～

午
後
4
時
）

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
環
境
保
全
活

動
の
一
環
と
し
て
廃
食
用
油
か
ら
石
け

ん
を
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
や

さ
し
い
石
け
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

男
性
の
皆
さ
ん
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

●
場
所　

豊
科
ま
ち
づ
く
り
会
館

●
日
時　

7
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時

●
募
集
人
数　

8
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

マ
ス
ク
、帽
子
（
手
拭
い
）

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

《
廃
食
用
油
の
回
収
に
ご
協
力
を
》

　

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
廃
食
用
油
は

石
け
ん
の
原
料
と
な
り
ま
す
。
天
ぷ
ら

か
す
な
ど
を
取
り
除
き
、
密
閉
の
で
き

る
容
器
（
油
の
入
っ
て
い
た
ボ
ト
ル
な

ど
）
に
入
れ
、
豊
科
ま
ち
づ
く
り
会
館

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
毎
月
第
4
土
曜

日
の
午
後
1
時
～
3
時
ま
で
）

　

無
秩
序
な
伐
採
に
よ
り
森
林
の
大
切

な
働
き
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
時
に
は
、
事

前
に
「
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」（
伐
採
届
）
を
提
出
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
人　

○
森
林
所
有
者（
自
分
で
伐
採
す
る
か
、

請
負
に
よ
る
伐
採
の
場
合
な
ど
）

○
伐
採
業
者（
森
林
所
有
者
か
ら
山
林
の

立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採
す
る
場
合
）

※
伐
採
す
る
人
と
伐
採
後
に
造
林
（
植

林
）
す
る
人
が
異
な
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
連
名
で
届
出
し
ま
す
。

●
届
出
の
時
期　

伐
採
を
始
め
る
90
日

か
ら
30
日
前
ま
で
。

●
届
出
方
法　

三
郷
総
合
支
所
内
耕
地

林
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
整
備
係

に
備
え
付
け
の
「
伐
採
お
よ
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
書
」（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
耕
地
林
務

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
整
備
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
カ
な
ど
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業

被
害
の
現
状
と
、
狩
猟
の
役
割
な
ど
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
当
日
は

ジ
ビ
エ
の
試
食
会
や
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
も
併
せ
て

開
催
予
定
で
す
。
参
加
は
無
料
で
申
し

込
み
不
要
で
す
。

●
日
時　

7
月
25
日
（
日
）

▽
基
調
講
演　

午
後
１
時
～
４
時
（
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

体
験
会
は
午
前
10
時
30
分
～　

ジ
ビ

エ
の
試
食
会
は
午
後
0
時
）

●
場
所　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
お
よ
び

大
会
議
室

問
県
林
務
部
野
生
鳥
獣
対
策
室（

０

２
６
・
２
３
５
・
７
２
７
３
）
ま
た
は

三
郷
総
合
支
所
内
耕
地
林
務
課
林
務

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
使
用
す
る
爆
音
器
の
騒
音
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
爆
音
器
を
使
用
す

る
際
は
以
下
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今日からできる３つの『エコ活』　
　“もったいない”の象徴である食べ残し。生ごみを減らすために、身近
な所に目を向けて、食品の無駄を出さないように心掛けてみませんか。
１．店では買い過ぎない　

買物前に冷蔵庫チェック。食べないものは買い過ぎないよう計画的に。
２．家では作り過ぎない　

自分や家族が食べきれる量を作り、残さず食べる習慣をつけましょう。
３．外では頼み過ぎない　

外食する時は、食べきれる量の注文にしておきましょう。
問長野県環境部廃棄物対策課（4026･235･7181 6026･235･7259）
　または穂廃棄物対策課廃棄物処理対策担当（482･3131 682･6622）

境

環環
境
に
や
さ
し
い
石
け
ん
づ
く
り

問
穂
廃
棄
物
対
策
課

（

82･
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

ご
存
知
で
す
か
、伐
採
届
け

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

乾
物
野
菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

問
三
農
政
課
庶
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

シ
カ
と
狩
猟
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

鳥
獣
害
防
止
用
爆
音
器
に
よ
る

騒
音
防
止

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

み
ん
な
で
安
曇
野
の

暮
ら
し
と
環
境
を
考
え
よ
う

あ
づ
み
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
０

問
穂
生
活
環
境
課

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

業

林

農

時　間

昼間 夜間

8:30
～ 16:00

16:00
～ 8:30

利
用
料

野菜
加工 1,000 円 1,500 円

指導
員

１時間
800 円

●利用時間・利用料

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

マレットゴルフ
初心者講習会
（全 6回）

マレットゴルフ初心者を対象にした
講習会。体力向上と交流を図ります。

時：所：7 月 30 日（金）、8
月 3 日（火）～ 17 日（火）
の火・金曜日（全 6 回）13：
30 ～ 15：30
机上講習：穂高会館
実地講習：穂高権現宮マレッ
トゴルフ場

定：30 人
料：1,000 円

（スポーツ保険
料を含む）
対象：市内在住
のマレットゴル
フ初心者

問：穂高マレットゴルフ協
会事務局 澤栁さん

（483・5291）
申：7 月 9 日（ 金 ） か ら
穂高権現宮マレットゴルフ
場にて申し込みを開始しま
す。

放送大学
第2学期10月
入学生募集

放送大学はテレビなどの放送を利用
して授業を行う通信制の大学です。
働きながら学んで大学を卒業した
い、教養を深めたい、仕事に活かし
たいなど幅広い世代、職業の人が学
んでいます。お気軽にお問い合わせ
ください。

出願期限　
8 月 31 日（火）まで

―

資料請求・お問い合わせ
放送大学長野学習センター

（40266･58･2332）
（月曜日・祝日休み）
詳しくは放送大学ホームペ
ージをご覧ください。
http://www.ouj.ac.jp

時 所 定 料 問＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ申＝申し込み後 援 な ど

新しい発見があるかも
（昨年のようす）
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犯

防
・

通

交

❷
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。
運
転

席
・
助
手
席
の
ほ
か
後
部
座
席
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
は
大
人
の

責
任
で
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

❸
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
悲

惨
な
交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

飲
酒
運
転
を
し
た
人
だ
け
で
な
く
、「
お

酒
を
提
供
し
た
人
」「
車
を
提
供
し
た

人
」「
同
乗
し
た
人
」
も
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
自
分
と
家
族
の
た
め
に
も
、
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

❹
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
は
乗
っ
て
走
れ
ば
車
と
見
な

さ
れ
ま
す
。
次
の
自
転
車
安
全
利
用
5

則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
自
転
車
の
走
行
は
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
で
す
。

２
車
道
は
左
側
を
通
行
す
る
。

３
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り

を
徐
行
す
る
。

４
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
は
禁

　

市
で
は
、
市
民
の
行
政
参
画
の
促
進

と
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、公
文
書
な
ど
情
報
公
開
の
推
進
と
、

個
人
情
報
保
護
の
適
正
な
取
り
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

止
。ま
た
、夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・

安
全
確
認
な
ど
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
。

５
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

　

警
察
で
は
、
身
内
の
行
方
が
分
か
ら

ず
お
困
り
の
人
か
ら
年
間
を
通
じ
て
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
8
月
は
「
行
方

不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し

て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

《
公
文
書
情
報
公
開
》

平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
４
月
～
平

成
22
年
3
月
）
に
市
情
報
公
開
条
例

に
基
づ
く
、公
文
書
の
公
開
請
求
は
、

73
件
有
り
ま
し
た
。

《
個
人
情
報
開
示
》

平
成
21
年
度
（
平
成
21
年
4
月
～
平

成
22
年
3
月
）
に
市
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
く
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
開
示
請
求
は
3
件
有
り
ま

し
た
。

※
市
で
は
、
公
文
書
情
報
公
開
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度
、
手
続
き
、
審

査
会
に
つ
い
て
の
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
予
約
方
法　

相
談
に
訪
れ
る
際
は
、

あ
ら
か
じ
め
安
曇
野
警
察
署
刑
事
課

鑑
識
係
（

72･
０
１
１
０
）
へ
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

信
濃
路
は

　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
　
走
る
み
ち

　

こ
れ
か
ら
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
県
内
外
か
ら
安
曇
野
に
多
く
の
観

光
車
両
が
入
り
、
交
通
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
率
先
し
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
観
光
客
に
も
安
全
で
や
さ
し

い
ま
ち「
安
曇
野
」を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の

４
つ
の
重
点

❶
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
歩
行
者
の
多
く
は
自
宅
近
く
で

交
通
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の

横
断
に
は
信
号
機
や
横
断
歩
道
を
利
用

し
、十
分
な
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
か
か
わ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
時
停
止
標

識
の
見
落
と
し
、
交
差
点
で
の
徐
行
な

ど
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
（
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ

ー
で
は
、
金
品
の
不
当
な
要
求
な
ど
の

民
事
介
入
暴
力
の
被
害
を
受
け
て
困
っ

て
い
る
人
に
対
し
、
巡
回
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

●
相
談
員　

弁
護
士
・
セ
ン
タ
ー
職
員

●
予
約
先
・
方
法　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

へ
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
が
な
い
場
合
で
も
随
時
受
け
付

け
を
し
ま
す
。

（
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

　
（
０
２
６
･
２
３
５
･
２
１
４
０

　

０
２
６
･
２
３
３
･
３
７
４
１
）

7
月
19
日（
月
）～
25
日（
日
）

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

問
安
曇
野
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･
３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

公
文
書
の
公
開
請
求
は
73
件

問
本
総
務
課
文
書
法
規
担
当

（

71･

２
０
０
０ 

71･

５
０
０
０
）

日時 場所

年間を通じて
9：30 ～ 17：00

（平日）

警察本部鑑識課
（長野市松代町
警察機動センター内）

（4026･278･9500）

８月１日（日）
～ 31 日（火）
9：30 ～ 17：00

（平日）

県内各警察署の刑事
課、生活安全課または
生活安全・刑事課

出張相談所
８月７日（土）
9：30 ～ 17：00

松本警察署
（425･0110）

日時 場所

８月５日（木） 松本市役所東庁舎

11 月５日（金） 塩尻市総合文化センター

平成 23 年
２月 15 日（火） 松本市役所東庁舎

実施機関 請求
件数

公開請求
公文書数

処　理　内　訳 不服
申立て公開 部分公開 非公開 不存在 取下げ

市長 64 205 29 158 1 17 0 1
議会 3 24 0 24 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 5 11 6 3 0 2 0 0
監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0
農業委員会 1 1 0 0 0 1 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 73 241 35 185 1 20 0 1

実施機関 請求
件数

処理内訳 不服
申立て開示 部分

開示
非

開示
市長 3 3 0 0 0
議会 0 0 0 0 0
教育委員会 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0
監査委員 0 0 0 0 0
公平委員会 0 0 0 0 0
農業委員会 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0

合計 3 3 0 0 0

●日程

民
事
介
入
暴
力
無
料
巡
回
相
談

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

●日程

●公文書情報公開の実施状況

●個人情報開示の実施状況

※時間はいずれも 13：00 ～ 16：00 まで

7
月
20
日
（
火
）
と
23
日
（
金
）
は

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日

期
間
中
、
市
で
も
主
要
な
交
差
点
な

ど
で
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開

公

報

情

子育て支援
育児・介護休業法の一部が変わります

暴走はしない！ させない！　見に行かない！
７月は暴走族等根絶推進強化月間

低迷する、男性の育児休業取得率の底上げや長時
間労働の抑制などを改正制度の柱とした、改正育児・
介護休業法が 6 月 30 日から施行しました。一部の制
度について、100 人以下の中小企業は平成 24 年７月
１日まで猶予となります。詳しくは長野労働局ホームペ
ージをご覧になるか下記までお問い合わせください。
問長野労働局雇用均等室（4026･227･0125）
　uhttp://www.nagano-roudoukyoku.go.jp/topics/seminar17.html

　県では、6 月 1 日～ 7 月 31 日までの 2 カ月間を「暴
走族等根絶推進強化月間」と定め、取り締まり強化
など暴走族根絶に向けた対策を実施します。交通秩序
の確立と青少年健全育成の見地から、広く県民の総
力を結集し、暴走族を追放しましょう。
皆さまのご理解ご協力をお願いします。
問穂生活環境課交通防犯係
　（482･3131 682･6622）
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■
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
５
０

０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一

定
の
限
度
ま
で
個
人
住
民
税
（
都
道
府

県
民
税
と
市
区
町
村
民
税
）
と
所
得
税

を
併
せ
て
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、原
則
と
し
て
、

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
21
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、
水
資
源
対
策

と
観
光
振
興
に
か
か
わ
る
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
ま
ず
は「
ふ
る
さ
と
寄
附
申
出
書
」

　
を
ご
請
求
く
だ
さ
い

　

申
出
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
各
総
合
支
所
地

域
支
援
課
ま
た
は
本
庁
舎
内
総
務
課
庶

務
係
へ
請
求
く
だ
さ
い
。

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０ 

71･

５
１
５
５
）

　
uhttp://w

w
w

.city.azum
ino.

　

nagano.jp

　

平
成
20
年
7
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」。
市
民
は
も

と
よ
り
、
安
曇
野
に
心
を
寄
せ
る
皆
さ

ん
の
た
め
の
寄
附
制
度
で
す
。
豊
か
な

自
然
・
文
化
、
美
し
い
自
然
に
抱
か
れ

た
素
晴
ら
し
い
環
境
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
用

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
市

の
将
来
像
「
北
ア
ル
プ
ス
に
は
ぐ
く
ま

れ
～
こ
こ
ろ
輝
く
～
田
園
都
市
～
安
曇

野
」
の
実
現
を
目
指
す
「
安
曇
野
創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
費
用
の

一
部
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
水
」「
食
」

「
交
流
」
の
3
テ
ー
マ
に
重
点
を
置
き
、

全
国
的
に
も
知
名
度
の
高
い「
安
曇
野
」

を
多
面
的
に
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
地
域
を

育
て
る
取
り
組
み
で
す
。
寄
附
を
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
に
は
、
3
つ
の
テ
ー

マ
の
中
か
ら
、
活
用
を
希
望
す
る
分
野

を
1
つ
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
安
曇
野
を
応
援
し
よ
う
！

「
安
曇
野
ふ
る
さ
と
寄
附
」の
ご
案
内

◎寄附する先は３つのプロジェクトから選べます

食のプロジェクト 水のプロジェクト 交流のプロジェクト

「食」を生命活動の維持・増進だ
けでなく、人と人との結びつきを
はぐくむ上でも欠くことのできない
ものとして位置付け、さまざまな
取り組みを展開します。

「水」を生命の源としてだけでなく、
産業や文化などの暮らしの根幹と
して位置付け、恵まれた自然、素
晴らしい眺望と景観を守り、育て
る取り組みを展開します。

人や物、情報などの交流を深める
ことにより、市民をはじめ、より
多くの皆さんから思い慕われ、誇
りに思われる安曇野づくりを展開
します。

３つのテーマ 件数・金額

水のプロジェクト ３件 120,000 円

食のプロジェクト ０件 0 円

交流のプロジェクト １件 52,000 円

合　計 ４件 172,000 円

●寄附の内訳

近隣住民 35 人で花の水くれや
歩道の清掃などを行います。

地域のわだい みんなで地域を快適に　～田多井でベコニア植栽～

　堀金三田・田多井区の有志でつくる「フラワーロード田多井」（代表・猿田京子）
はこのほど、県や市と地域の環境美化にかかわる協定を結びました。この協定は、

「道路アダプトシステム」と呼ばれる県の制度で、自治体と住民がお互いの役割分
担について協定を結び、植栽や歩道の清掃など、継続的な美化活動を進める取り
組みです。協定を結んだ場所は、県道塩尻鍋割穂高線（通称・山ろく線）田多井
信号付近約 500㍍の区間。5 月 30 日には、県が購入したベコニア 450 株を植えま
した。猿田さんは、「おととし、1 人の人が花を置き始めたのがきっかけ。制度を
活用し、気持ちの良い場所にしたい」と話しました。

つながりひろがる地域づくり事業の追加募集
第１次募集で 24 件が交付決定されました。予算額に対して余裕があるため追加募集を行います。

●申込期限　7 月 12 日（月）～ 27 日（火）
●申し込み　募集要領・申請書は、各総合支所内地域支援課まちづくり推進係
窓口のほか、市ホームページにも掲載してありますのでご利用ください。

事業名 事業概要
安曇野市長
杯争奪
カラオケ選
手権・紅白
歌合戦大会

安曇野市 5 地域の活性化及び音楽文化の向上を図
るためカラオケ大会を開催する。

区内の歴史
的資料や史
跡の保管と
継承

真々部区の歴史・伝統行事等を後世に残すため、各
種資料の調査や目録作成、区の魅力発見見学会、講
演会の開催、区内施設の説明看板（石碑）設置等実施
する。

菊花づくりで
輪を広げる会

菊作りを通じて親睦を図り、お互いの「知識」「技術」
を出し、考え、学びながら仲間づくりを推進する。
秋には公民館菊花展、地域文化祭に出品する。

づく出せパ
ートⅡ

中高齢者が料理・ものづくりを通じ交流し地産地
消を図り地域活性化を目指す。そば、牧大根の作
付け、大根漬けの研究やそば打ち・そば料理の研究、
他地域との交流、味の文化祭の実施など行う。

あづみ野太
鼓継承事業

あづみ野祭り、芸術文化祭、安曇野フェスタ、老
人ホーム慰問等、演奏発表、地域との交流などに
より和太鼓に興味を持っていただき、伝統芸能の
継承につなげる。豊科北中への指導や文化祭への
参加など行う。

器に彩り心
に潤い

器作りにより仲間の輪を広げる。子供たちを交え、
世代間交流を図る。像嵌（ぞうかん）による丼、湯
呑作り、子供たちの小物作り、皿作りなど実施する。

良好な人間
関係形成、
協働協調醸
成事業

生涯学習に係る知識、情報を収集及び発信し、安
曇野の良好な人間関係形成、社会性の向上を図る。
多くの人が日常的に立ち寄り話せる場を開設する。
月に 1 回軽茶スクールを実施する。

安曇野の里
山環境保全
事業

安曇野の自然、歴史、文化の保全と市民の健康福
祉増進を目的に、里山の環境づくり（植樹、清掃等）、
自然・文化・歴史事業（講演会、観察会）、スポー
ツ振興事業を行う。情報誌の発行、HP の作成。

健康な心と
体を育む食
育講座

食と人のつながり、健康、環境を考え、感謝の心
を育てる「健康な心と体を育むための食育活動」
を進める。食育講座、調理実習を実施する。

わいわい
コミュニティ

地域の子供たちの成長を支援し、人とコミュニケ
ーションするきっかけづくりを目的に、それを支
援するボランティアの育成と安心して暮らせる地
域づくり活動を企画・指導できる人材を養成する。

子供船の製
作

豊里区では子供たちの思いから御船を製作したが、
一輪車のタイヤを使用したため強度不足で壊れる
寸前となり、木製の車輪と交換するとともに人形
の部品及び法被等を購入する。

環境啓発事
業

紙芝居「かたづけどうじ　ごみたろう」作成し保
育園・小学校・育成会等を対象に読み聞かせを実
施する。

事業名 事業概要

安曇野道案内
倶楽部

穂高駅前商店街のマップを作成し、駅前通りの空
き店舗を利用し、地図及び、観光施設等のパンフ
レットを配布し道案内をする。

作品展 安曇野市民による地域文化の掘り起こし、自主作品
の紹介、アートをつなぐ市民同士の交流の場を創る。

務台理作先生
生誕 120周年
記念事業

務台理作先生の生誕 120 周年記念講演会を開催
し、先生の思想や生き方を学び安曇野の文化に誇
りや自信を深め、地域文化の発展に寄与していく。

七日市場祭ば
やしの保存、
普及事業

地域の伝統文化である祭ばやし奏法の習得に努め
ると共に、祭りばやしに関する来歴調査・研究を
行い、世代間交流を図りながら祭ばやしを後世に
継承していく。

三郷小学校５
年生との合鴨
農法による稲作

三郷小５年生が行っている合鴨稲作へボランティ
アとして係わり、生徒たちとの共同作業を通じて
世代間交流を図り、無農薬有機栽培で自然の循環
と恵みを共有すると共に地産地消費を学び、地域
農業の振興を図っていく。

農作業ふれあ
い体験事業

消費者と生産者が農作業をとおして農業を理解す
ると共に、安心安全な農産品に理解を深め、農産
品の価値、意識を向上させていく。

「ぱおぱお食
育講座」開催
事業

地域の主婦等を講師に子育て中の若い親子を対象
とした食育講座を開催し、子供の食生活の向上と
世代間交流を図る。余りがちな食材を保存食とし
て利用するなどエコロジー精神を親子で養う。

認知症学習会
誰もが安心して穏やかに暮らせることを目的に、
認知症研修会を年 3 回開催し、研修会で学んだこ
とを地域に持ち帰り、高齢化社会に活かしていく。

“堰とのふれ
あい”

生活の源である“水”の歴史を学び、全員参画に
よる「堰の保全」活動により小田多井区民の交流
を図り、安曇野の環境美化につなげる。

仲間を増やそう
ドンコンドン２

演奏活動を通じて、地域の伝統文化の振興に寄与
し、青少年育成と生涯学習として仲間作り、教養を高
め、心身の健康を保ち地域の活性化を図る。

安曇野の豊か
な自然を大切
に　幼児から
の環境教育プ
ロジェクト

子どもや保育者にあそびや自然観察を通じて、自
然の循環や楽しさ等の環境教育を行う。シンポジ
ウムを開催し、活動を県内に広める。

有志による柴
船作成・曳航
による地域活
性化事業

上生野区柴船曳航の復活による伝統行事の継承と
地域の親睦・活性化を図る。

問各総合支所内地域支援課まちづくり推進係または
　安まちづくり推進課（471･2000 671･5000）

まだ、
間に合います！

《平成 22年度交付事業一覧》（７月 1日現在）



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

Ｅｖｅｎｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

④インスタレーションを体感しよう
　第 1 回　「無いものをみる」　電
化製品の部品を使って、光と動き
の実験をしてみよう。
●日時　８月 22 日（日）13：00 ～
16：00
　第 2 回 「空間に触る」みんなで
展示室にインスタレーション作品
を作ろう。
●日時　８月 29 日（日）13：00 ～
16：00  ●講師　インスタレーショ
ン作家　千田泰広さん  ●参加費　文
化体験プログラムパスポート  ●定員
20 人

〔セミナー〕

⑤写真セミナー「水のひみつ」

　水をテーマにした写真を見なが
ら、水について考えよう。
●日時　９月５日（日）13：00 ～
15：00  ●講師　写真家　増村征夫
さん  ●定員　なし（子ども・親子対
象）

⑥（建築セミナー第１回）
　「安曇野建築めぐり」

　安曇野に点在する建築をバスで
巡るツアーに出掛けよう。
●日時　９月 12 日（日）13：00 ～
16：00  ●講師　建築家　池内剛さ
ん  ●定員　30 人

⑦（建築セミナー第 2 回）
　「開くと飛び出す！立体建築」

　（建築セミナー第２回）
　１枚の紙からできる立体建築

（模型）づくりを楽しもう。
● 日 時　 ９ 月 19 日（ 日 ）14：00
～ 16：00  ●講師　版画家　武田光
弘さん  ●定員　20 人  ●持ち物　
カッターナイフ・定規

⑧デザインセミナー
　「昆虫に刻まれた絵画」

　蝶々の色や形など、デザインの
視点から昆虫を見てみよう。
●日時　９月 25 日（土）14：00 ～
15：30  ●講師　三郷昆虫クラブ世
話人　那須野雅好さん  ●定員　なし

明社会教育課子ども支援係
問462･4565 662･3525
　子育て中のお父さんを対象に、
わが子へのかかわり方、父親の役
割、自然とふれあう大切さなどを学
ぶ講座を開催します。日ごろ、家庭
で子どもとのかかわりが少ないお父
さん、自然と触れ合いながら子育
てを楽しみませんか。
●開催日　▷７月 25 日（日）▷８
月 22 日（日）▷９月 12 日（日）
▷ 10 月 10 日（日）▷ 11 月 7 日（日）
▷ 12 月 19 日（日）▷１月 23 日（日）
▷２月 27 日（日）●時間　9：45
～ 11：00（9:35 分までにお集まり
ください）●場所　かじかの里公園

（５回以降は穂高会館）●対象者　０
歳から４歳の子どもとお父さん（お
母さんの同伴可）●持ち物　筆記用
具・帽子・飲み物ほか  ●受付　申し
込みは不要です。当日、必ず受付し
てください。（どの回からも参加可能
です）

穂高交流学習センター“みらい”
問481･3111 682･0966
　市内で活動する音楽家 3 組によ
る「ランチタイムロビーコンサー
ト」です。お誘い合わせのうえ、
お出掛けください。
●出演者日程　17 日（土）〝ken＂「ギ
ター弾き語り」　18 日（日）中村駿

「ユーフォニアム」　19 日（月）ト
ライアングル・ベル「ミュージック
ベルと電子ピアノ」　時間はいずれも
12：00 ～ 13：00 まで（予定）　●
申し込み　不要  ●費用　無料

穂高交流学習センター“みらい”
問481･3111 682･0966
　安曇野を学び、情報発信するた
めの講座『安曇野学講座』を開催
します。初回は郷土史研究家の中
島博昭さんを講師に迎え、「安曇
野の自由と民権に生きた人々」を
テーマに学びます。
●日時　７月 25 日（日）13：30 ～
●定員　30 人（先着順） ●費用　無
料  ●申し込み　７月 21 日（水）ま
でに電話または“みらい”窓口でお
申し込みください。

　東京音楽大学教授の井上将
まさおき

興さ
んをコンサートマスター兼ソリス
トに迎え、東京音楽大学の学生を
中心に 1987 年に設立した「アン
サンブル藝弦」による弦楽コン
サートを開催します。『四季』全
楽章の演奏のほか、海外からのゲ
ストによる独奏など、充実したプ
ログラムとなっています。上質な
演奏をお楽しみください。
●日時　８月 28 日（土）開場 18：
30 開演 19：00（演奏時間約２時
間） ●定員 200 人  ●チケット代　
１枚 500 円〔全席指定〕※未就学児
童の入場はご遠慮ください。●チケッ
ト発売開始　７月 16 日（金）9：00
～　穂高交流学習センター“みらい”
受付カウンターで取り扱います。（電
話予約も可）

《ロビーコンサート》
　ホールのコンサートに先駆け、ロ
ビーコンサートを開催します。どな
たでも無料で聞くことができます。
● 日 時　8 月 25 日（ 水 ） 第 1 部
11：00 ～　 第 2 部 13：30 ～（ 各
回 40 分程度）

豊科公民館
問472･2158 673･6401
　豊科公民館では、エクセル入門
講座を行います。基本操作を覚え
ながらエクセルを使って現金出納
帳を作成してみませんか。
●開催日　７月 21 日、22 日、23
日（全３回開催） ●時間 各日とも 9：
30 ～ 11：30  ●講師　田中さおり
さん  ●対象者　市内在住でノート
パソコンを持参でき、文字入力など、
ある程度操作ができる人（パソコン
が用意できない場合は相談してくだ
さい）●場所　豊科公民館  ●定員　
各回講座 12 人（先着順） ●受講料
600 円※テキスト代別途  ●申し込
み　７月 12 日 ( 月 ) から受付を開始
します。（8：30 ～ 17：15）豊科公
民館窓口または電話でお申し込みく
ださい。FAX での受付はできません。

豊科郷土博物館
問472･5672

豊科近代美術館
問473･5638 673･6320
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安曇野市教育委員会　生涯学習だより

コンサート 講座
夏季特別展

安曇野わさび今昔ものがたり
今年の夏は、美術館に行こう！

文化体験プログラム

ランチタイム
ロビーコンサート

安曇野学講座（全３回）

受講者の募集

アンサンブル藝
げいげん

弦

現金出納帳を作りながら
基本操作を習得しよう！

ひまわり講座
親子すくすく広場参加者の募集

　永年ご利用いただきました豊科
図書館は、豊科近代美術館とな
りに建設中の豊科交流学習セン
ター内へ移館するため、下記の期
間が休館となります。市民の皆さ
まに大変ご迷惑をお掛けしますが
ご理解ご協力をお願いします。
●休館期間　９月１日（水）
　～平成 23 年２月 10 日（木）

豊科図書館
休館のお知らせ

各施設のイベント案内

　豊科南穂高から穂高、北穂高に
かけての一帯は、北アルプスの伏
流水を利用したわさび栽培が盛ん
です。郷土の特産品「わさび」に
ついて歴史や特性などを学んでみ
ませんか。
●会期　７月 17 日（土）～９月 12
日（日） ●入館料　大人 300（240）
円　 小 中 生 150（120） 円　（　）
内は 20 人以上の団体料金  ●休館日
月曜日（祝日の場合は翌日）

《展示説明会》

●日時　７月 24 日（土）10：00～ 
●申し込み　不要　※入館料が必要
になります

《特別講演》
　特別展「安曇
野わさび今昔も
のがたり」にあ
わせて講演会を
開きます。講師
に食文化史研究
家の永

ながやま

山久
ひ さ お

夫さ
んをお迎えして、

「ボケず寝こまず元気で長生きするた
めの 100 歳食入門」と題して長寿県・
長野の食文化や、健康で長生きする
ための食事についてお話していただ
きます。
●日時　8月1日（日）14：00～15：30
●会場　豊科公民館  ●費用　無料
●申し込み　不用

　美術館では、今年の夏「文化体
験プログラム」と題して４人の作
家によるワークショップと４人の
講師セミナーを開催します。もの
づくりや芸術的な視点からアート
を学んでみませんか。
●料金　パスポート料金大人 500 円
高大生 300 円　小中生 150 円　※
パスポートをお求めいただくと、ワー
クショップと講座を複数受講できま
す。また、期間中は常設展への入場
とプログラム作品展の入場が無料に
なります。夏の特別展は団体料金で
観覧できます。●申し込み　７月８
日（木）より申し込みを受け付けます。
美術館へ電話でお申し込みください。

〔ワークショップ〕

①縄文土面づくり

　石器を使って土面に文様を描
き、「野焼き」を体験してみよう。
●日時　前半：８月７日（土）14：
00 ～ 16：00《絵を描く》　後半：
８月 28 日（土）10：00 ～ 15：00

《野焼き》  ●講師　インスタレーショ
ン作家　杉原信幸さん  ●定員　20
人  ●持ち物　前半：タオル・後半：
軍手・タオル、帽子・飲み物（暑さ対策）
●その他　汚れても良い服装（ズボ
ンに運動靴）でご参加ください。

②ペインティングと刺繍遊び　

　キャンバスに描いた絵の上に、刺
繍をして、生き物を描いてみよう。
●日時　８月８日（日）13：00 ～
16：00  ●講師　平面作家　佐藤香
菜さん  ●定員　20 人

③ぼくの森の顔をつくろう。　

　森に顔があったらどんな顔をし
ている？森のお面を作ってみよう。
●対象　子どもとその保護者  ●日時
８月 21 日（土）10：00 ～ 15：00  
●講師　立体作家　松岡徹さん  ●定
員　30 人

食文化史研究家の
永山久夫さん



次回発行…広報あづみの7月21日（水）
編集・発行  安曇野市総務部秘書広報課
〒399－8205 長野県安曇野市豊科4932－46    471・2000 671・5000
代表E-mail：info@city.azumino.nagano.jp　  印刷（有）安曇印刷

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

父子家庭にも児童扶養手当が支給されます。
８月から父子家庭の父にも児童扶養手当が支給されます。受給資格は、母子家庭への支給の規定に

準じます。この手当を受給するためには申請が必要です。各総合支所福祉係で手続きをしてください。

もう少し知りたい

Q１.児童扶養手当とは
Ａ．父母の離婚などで、父または
母と、生計を同じくしていない子
どもが養育されている家庭（ひと
り親家庭）の生活の安定と自立の
ために支給される手当です。

Ａ．次のいずれかに当てはまる子
どもについて、父がその子どもの
面倒をみて、生計を同じにしてい
る場合に支給されます。
①父母が婚姻を解消した子ども
②母が死亡した子ども
③母が一定程度の障害の状態にあ

る子ども
④母の生死が明らかでない子ども
⑤その他（母が１年以上遺棄〔音

信不通〕している子ども、母が
１年以上拘禁されている子ども
など）

※ただし、父（本人）や扶養義務
者（同居している父の父母、兄
弟など）の前年の所得が、所得
制限限度額以上の場合は、支給
停止になります。

Ａ．子ども１人の場合、全部支給
月 額 41,720 円、 一 部 支 給 月 額
41,710 円～ 9,850 円（父の所得、
税扶養人数により 10 円きざみで
手当額が変わります）です。児童
2 人目は月額 5,000 円が加算、児
童 3 人目以降は１人月額 3,000 円
が加算されます。

Ａ．児童扶養手当を受給するには
申請が必要です。申請には戸籍謄
本などの世帯の状況が分かる書
類、所得の状況が分かる書類など
が必要です。

Ａ．経過措置として、7 月 31 日
までに父子家庭としての支給要件
に当てはまる人は、11 月 30 日ま
でに申請をすれば、8 月分から支

給となります。8 月 1 日以降、11
月 30 日までに支給要件に該当し
た場合は、該当した日の翌月分か
ら支給となります。ただし、11
月 30 日を過ぎてから申請すると、
支給は申請した翌月分からとなり
ますのでご注意ください。
問健児童保育課児童係
　（481・0727 681・0703）
　または各総合支所市民福祉課

Q２.父子家庭の支給要件は

Q３.手当額はいくらですか

Q５. いつから申請できますか

Q４. 手続きはどうするの

暮らしの注目情報

父子福祉医療費
　父子家庭への支援として、父
子福祉医療費給付事業（所得制
限なし）があります。未申請の人
はあわせて申請をしてください。


